
【松原市】 

校務DX計画 

 

１．国の校務DXの方向性 

文部科学省は、令和５年（２０２３年）３月「GIGAスクール構想下での校務の情報 

化の在り方に関する専門家会議」の提言（「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務Ｄ 

Ｘについて～教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化を目指して～」）を 

取りまとめました。 

提言では、クラウド活用を前提としたGIGAスクール環境の積極的な活用により 

教職員の働きやすさと教育活動の一層の高度化に向けた次世代の校務DXの方 

向性を示し、働き方改革や学習指導・学校経営の高度化を可能とする方策等を 

示しています。 

また、「教師を取り巻く環境整備について緊急的に取り組むべき施策（提言）～ 

教師の専門性の向上と持続可能な教育環境の構築を目指して～」（令和５年（２ 

０２３年）８月中央教育審議会初等中等教育分化会質の高い教師の確保特別部 

会）においても、１人１台端末の積極的な活用や汎用のクラウドツールを活用した 

教職員間での情報交換の励行や会議資料のペーパーレス化、民間企業向けクラ 

ウドツールの転用による校務処理の負担軽減を図るとともに、スケジュール管 

理のオンライン化や、学校と保護者間の連絡手段を原則としてデジタル化するな 

どの取組を進める必要があるとされています。 

 

 

●校務系・学習系ネットワークの統合 

校務業務について、教職員一人一人の事情に合わせた柔軟かつ安全な働き方 

を可能とする環境整備として、次期校務支援システム（令和１０年度～１２年度 

に更新予定）では、ゼロトラストの考え方に基づくアクセス制御によるセキュリ 

ティ対策を十分に講じた上で校務系・学習系ネットワークの環境整備に向けた 

調査研究を進めます。 

 

 

 



●校務支援システムのクラウド化 

現在、校務システムについては、オンプレミス（データセンターサーバー上）で 

運用しており、学校現場において教務・保健・学籍・成績管理など様々な校務 

で利用している。 

保護者への連絡ツールとしては「すぐーる」を活用し、連絡の迅速化やペーパ 

ーレス化等校務の効率化を進めてきた。職員会議などの資料については現在 

でも校務端末を使用し配布するなど活用がなされていますが、今後は学校間 

をまたぐ会議などにおいてもペーパーレス化を一層推進し、文部科学省「次世 

代の校務デジタル化推進実証事業」の状況を注視しつつ、校務系ネットワーク 

等の現状分析や望ましい校務の在り方に関する調査研究を進めます。 

 

●FAX・押印の原則廃止 

令和５年１２月に文部科学省が公表した「ＧＩＧＡスクール構想の下での校務Ｄ 

Ｘ化チェックリスト」に基づく自己点検結果によると、一部で押印・署名が必要 

な書類があることから、災害や教育ネットワークの不具合時などＦＡＸのほう 

が電子メール等より効率的な場合を除き、ＦＡＸ・押印の原則廃止に向けて、 

各種関係機関及び学校とかかわりのある事業者に対して、働きかけを進めま 

す。 

 


